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『う

つ
ほ
物
語
』
二
者

一
対
の
法

一　
敷
設
と
更
新

『う
つ
ほ
物
語
」
に
は
、
物
語
を
造
り
進
め
る
に
際
し
て
の
、
癖
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。

例
え
ば
、
あ
て
宮
求
婚
者
の
中
に
あ
っ
て
、
源
仲
頼
と
良
琴
行
正
は
、

次
の
如
く
、
し
ば
し
ば
揃
っ
て
そ
の
名
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

【１
】
仰
頼
＝
徊
コ
が
手
を
伝
へ
し
物
の
音
な
れ
ど
、

（俊
蔭
／
α
七
五
頁
・
β
五
五
頁
）

【２
】
州
祠

ｏ‐
行
コ
、
今
日
を
心
し
け
る
琴
を
調
べ
合
せ
て
、

（俊
蔭
／

α
八
三
頁
・
β
一ハ
○
頁
）

【３
】
左

・
右
の
大
将

［＝
正
頼

・兼
雅
］
、
御
琴
ど
も
合
せ
て
、
悧
剰
「

行
コ
、
笛
吹
き
、
…
…
州
測
倒
州
側
ゞ
落
陣
舞
ひ
て
、
御
階
の
も

と
に
舞
ひ
出
で
て
、
…
…
州
劇
、
愛
で
痴
れ
て
、
…
…
も
ろ
と
も

に
舞
ひ
遊
び
、　
　
　
　
　
　
　
　
（俊
蔭
／

α
八
四
頁
・
β
六
一
頁
）

加
え
て
、
そ
の
仲
頼
と
行
正
に
並
び
、
【３
】
の
如
く
、
藤
原
仲
忠
と

源
仲
澄
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
目
を
据
え
た
い
。
こ
の
組

加
藤
　
昌
嘉

み
合
せ
は
、
「う
つ
ほ
物
語
」
前
半
部
に
幾
度
も
現
出
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
以
下
は
そ
の
見
や
す
い
例
で
あ
る
。

【
４
】
か
く
て
、
皆
、
オ
名
の
り
な
ど
す
。
主
の
お
と
ど

［＝
正
頼
］
、

「州
頼
り
靭
曰
、
何
の
オ
か
侍
る
」
「山
伏
の
オ
な
ん
侍
る
」
…
…

ま
た
、
「徊
コ
倒
朝
日
、
何
の
オ
か
侍
る
」
「筆
結
の
才
な
ん
侍
る
」

…
…

「州
劇
倒
朝
日
、
何
の
オ
か
」
「和
歌
の
オ
な
ん
侍
る
。
一
人

あ
ら
ず
の
み
や
」
「州
測
、
何
の
才
か
侍
る
」
「渡
し
守
の
オ
な
ん

侍
る
。
あ
な
か
ま
、
は
や
」（嵯
峨
の
院
／
α
二
四
六
頁
・
β
一
八
三
頁
）

【５
】
た
だ
今
の
殿
上
人
の
中
に
、
倒
刺
洲
釧
硼
・側
劃
引
州
測
に
ま
さ

る
人
は
な
し
。
　
　
　
　
（嵯
峨
の
院
／
α
二
五
六
頁
・
β
一
九
〇
頁
）

か
第

鰤

』̈晰

蛾

珊

師
紅
量
が
μ
ゴ
朴

馨

轟

ら
に
氏
は
、
「途
中
中
断
回
想
形
式
」
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
両

者
が
、
も
と
も
と

「原
型
あ
て
宮
物
語
」
に
存
在
し
な
か
っ
た
後
補
的

人
物
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
定
し
て
い
る
の
だ
が
、
た
だ
、
そ
う
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
右
の
例
の
如
く
、
そ
の

〈
仲
頼

・
行
正
》
ペ
ア
と
と
も



に
、
多
く
《
仲
忠

・仲
澄
》
ペ
ア
が
並
ん
で
現
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
や

は
り
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
四
者
は
い
わ
ば

一
組
と
し
て
、
ま
る
で
両
足

の
如
き

一
対
と
し
て
布
置
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

か
よ
う
な
人
物
配
置
の
仕
様
は
、
「う
つ
ほ
物
語
」
全
篇
に
わ
た
っ

て
枚
挙
に
運
が
な
い
。
今
、
こ
れ
を
、
二
者

一
対
の
法
と
呼
ん
で
み
よ

う
。
そ
れ
は
、
「う
つ
ほ
物
語
』
の
叙
述
の
理
法
、
構
成
の
原
理
と
で
も

い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「う
つ
ほ
物
語
」
と
い
う
作
品
は
、

事
あ
る
ご
と
に
そ
う
し
て
二
組
の
対
称
を
敷
設
し
、
か
つ
そ
れ
を
更
新

す
る
こ
と
で
進
捗

・
展
開
し
て
ゆ
く
と
見
ら
れ
る
。

■
Ａ

〈
仲
忠

・
仲
澄
〉
と

〈
仲
頼

・
行
正
》

『う
つ
ほ
物
語
」
前
半
部
は
、
《
仲
頼

・
行
正
》
ペ
ア
と

〈
仲
忠

・
仲

澄
》
ペ
ア
を

一
対
と
し
て
設
え
、
と
り
わ
け
後
者
に
比
重
を
置
い
て
前

進
す
る
。

【６
】
仲
忠
の
侍
従
、
内
よ
り
ま
か
づ
る
ま
ま
に
、
・…
‥
「仲
忠
が
さ
ぶ

ら
ふ
よ
し
、
侍
従
の
君

［＝
仲
澄
］
に
聞

」ゝえ
給
へ
」
…
…
剣
剖

司
日
Ｍ
ａ
因
剌
利
明
紺
酬
ｑ
、
…
…
源
侍
従

［＝
仲
澄
］
、
‥
…
・引

０

（嵯
峨
の
院
／
α
二
一
一
頁
・
β
一
五
九
頁
）

【７
】
仲
忠
の
侍
従
は
、
制
ｄ
Ｈ
洲
酬
側
コ
「
ｑ
ｑ
、
…
…
源
侍
従
の
君

［＝
仲
澄
］
を
国
引
洲
州
測
∃
爾
冽
劃
¶
劉
旬

（嵯
峨
の
院
／
α
三
二
九
頁
・
β
一
七
一
頁
）

【８
】
藤
侍
従

［＝
仲
忠
∵

殿
の
侍
従
の
君

［＝
仲
澄
］、
剣
曹
司
日
制

引
酬
「
劇
側
¶
刊
、
　

　

　

（嵯
峨
の
院
／

α
二
四
六
頁

・
β
一
人
三
頁
）

い
ず
れ
も

「嵯
峨
の
院
」
巻
の

一
節
で
あ
る
が
、
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

《
仲
忠

・
仲
澄
》
は
、
「藤
侍
従
」
「源
侍
従
」
と
し
て
併
立
し
、
さ
ら
に

は

「は
ら
か
ら
と
契
り
て
語
ら
」
い
合
い
、
と
も
に

「御
曹
司
に
籠
り

臥
」
す
な
ど
、
殆
ど
男
色
的
と
も
い
え
る
ほ
ど
濃
密
に
結
び
付
い
て
ペ

ア
を
な
し
て
い
る
。
次
の

「俊
蔭
」
巻
の
く
だ
り
が
、
そ
の
端
緒
と
い

えヽ
よ

つヽ
か
。

【９
】
［仲
忠
］
７
…
・酬
洲
ｄ
洲
潤
Д
副
淵
「
劃
糊
痢
削
則
Ы
劃
馴
「
句

‥
…
Ｌ
…
…

「ま
こ
と
。
宮

［＝
東
宮
］
に
も
、
「殊
な
る
親
族
も

な
か
め
り
。
君

［＝
仲
澄
］
を
測
劃
到
悧
列
刊
冽
Ч
劃
引
刻
釧
副
司

刻
劃
」
と
な
ん
の
た
ま
は
せ
し
」

［仲
澄
］
「仲
澄
に
も
、
し
か
仰

せ
ら
れ
て
、
「
劉
馴
洲
――――
硼
剣
『
劃
刻
馴
劉
¶
州
馴
到
Ⅶ
馴
到
洲
到

＝

。

「
」
と
な
ん
仰
せ
ら
れ
し
」

仲
忠
、
「
い
と
う
れ
し
き
こ
と
」
な

ど
、
か
た
み
に
の
た
ま
ひ
て
、
　

（俊
蔭
／

α
八
五
頁
・
β
六
一
頁
）

《
仲
忠

・
仲
澄
》
は
、
東
宮
の
言
に
従
い
、
「少
将

・
兵
衛
佐
」
と
同

じ
く

「は
ら
か
ら
の
契
り
」
を
交
さ
ん
と
し
て
い
る
。
「少
将

・
兵
衛

佐
」
に
つ
い
て
は
、
註
釈
書
の
多
く
が
い
う
通
り
、
以
降
の
巻
々
を
根

拠
に
し
て
、
「仲
頼

・
行
正
」
を
指
す
と
同
定
で
き
る
。
た
だ
、
室
城
秀

之
氏
や
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
は
、
仲
頼
や
行
正
が
、
仲
澄
な
ど
正

頼
家
の
子
息
と、
、
兄
弟
の
契
り
を
結
ん
だ
、
と
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
、
今
ま
で
辿
っ
て
来
た
対
称
の
構
成
原
理
を
鑑

み
、
《
仲
頼

・
行
正
》
ペ
ア
が

「は
ら
か
ら
の
契
り
」
を
交
し
た
の
に



倣
っ
て
、
《
仲
忠

・
仲
澄
》
ペ
ア
も、
そ
れ
を
な
そ
う
と
し
て
い
る
、
と
捉

え
る
の
が
よ
か
ろ
う
。

と
も
か
く
、
「う
つ
ほ
物
語
〓
剛
半
部
は
、
あ
て
宮
求
婚
諄
を
進
め
る

に
際
し
、
多
数
多
様
な
登
場
人
物
の
中
で
も
、
《
仲
頼

・
行
正
》
と

《
仲

忠

・
仲
澄
》
と
い
う
類
同
の
対
を
、
一
つ
の
基
軸
に
据
え
て
い
る
と
見

ら
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
「う
つ
ほ
物
語
」
と
い
う
作
品
は
、

」ゝう
し
た

相
関
図
に
変
化

・
転
回
を
も
た
ら
す
場
合
に
も
、
そ
の
叙
法
を
利
用
し

て
物
語
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

【
１０
】
洲
瓢
コ
ーーー
州
剌
「

言
ふ
ば
か
り
な
く
泣
き
惑
ひ
て
、
帰
り
て
す

な
は
ち
法
師
に
な
り
に
け
り
。（あ
て
宮
／
α
二
一
六
頁
・
■
二
五
八
頁
）

【
Ｈ
】
州
徊
Ｈ
ＩＩＩ
州
測
「

［あ
て
宮
か
ら
の
手
紙
を
］
見
給
ひ
て
、
文
を

小
さ
く
押
し
わ
ぐ
み
て
、
湯
し
て
す
き
入
れ
て
、
紅
の
涙
を
流
し

て
絶
え
入
り
給
ひ
ぬ
。
　

（あ
て
宮
／

α
三
二
九
頁
・
■
三
ハ
七
頁
）

前
者
は
、
仲
頼
が
あ
て
宮
入
内
の
報
を
聞
き
悲
嘆
の
あ
ま
り
出
家
し

て
し
ま
う
く
だ
り
、
後
者
は
、
仲
澄
が
あ
て
宮
を
想
い
つ
つ
煩
悶
の
す

え
に
絶
命
す
る
く
だ
り
で
あ
る
が
、
仲
頼
と
仲
澄
が
、
と
も
に

「あ
て

宮
」
巻
の
中
で
、
相
前
後
し
て
物
語
か
ら
後
退

・
脱
落
し
て
い
る
こ
と

は
注
意
さ
れ
る
。
「う
つ
ほ
物
語
」
は
、
こ
れ
ま
で
設
え
て
来
た
二
者

一

対
の
理
法
を
律
義
に
守
り
、
均
衡
を
保
っ
て
、
《
州
頼

・
行
正
》
と

〈
仲

忠

・側
測
》
と
い
う
対
称
項
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

一
人
ず
つ
を
撤
退
せ
し

め
て
い
る
の
で
あ
る
。

■
Ｂ

〈
仲
忠

。
涼
）
と

〈仲
頼

・
行
正
〉

以
上
に
見
て
来
た

〈
仲
忠

・
仲
澄
》
ペ
ア
と

〈
仲
頼

・
行
正
》
ペ
ア

と
の
対
は
、
し
か
し
、
物
語
の
最
後
ま
で
貫
徹
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
の
構
成
は
、
或
る
地
点
か
ら
徐
々
に
形
を
変
え
る
こ
と
に
な

２つ
。「吹
上
。上
」
巻
に
於
い
て
初
め
て
登
場
す
る
源
涼
は
、
例
え
ば
次
の

如
く
、
幾
度
も
、
仲
忠
に

「等
し
き
人
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

【
‐２
】
［松
方
］
７
…
。か
の

［＝
涼
の
］
御
か
た
ち
、
身
の
オ
な
ど
ぞ
、

側
徊
硼
∃
＝
―――
側
劇
引
引
『
ｕ
剖
川
に
な
ん
も
の
し
給
し
」

仲
頼
、

「
い
と
興
あ
る
こ
と
か
な
。
洲
ｑ
倒
倒
嘲
淵
田
判
ｄ
釧
引
剖
川
の
、

ま
た
あ
る
よ
。
…
…
」

（吹
上
・
上
／
α
六
三
頁
・
β
二
四
五
頁
）

仲
頼
は
、
容
貌

・
才
能
と
も
に
仲
忠
に
比
肩
す
る
と
い
う
涼
の
存
在

を
知
り
、
こ
の
後
、
行
正
を
誘
い
仲
忠
を
誘
っ
て
、
涼
の
い
る
紀
伊
国

へ
向
う
。
こ
の
と
き
興
味
深
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
四
人

一
組

二
一者

一

対
の
中
に
あ
っ
た
仲
澄
が
、
独
り
京
に
留
ま
っ
た
ま
ま
で
い
る
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
て
、
涼
の
方
は
、
宮
廷
社
会
に
賦
活
す
る
や
、
す
ぐ
に
仲
忠

の
ペ
ア
た
る
位
置
に
配
備
せ
ら
れ
る
。
以
後
、
物
語
に
は
、
次
の
よ
う

な
叙
述
が
頻
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

【
‐３
】
［嵯
峨
院
］
７
…
自
「
州
劇
、
い
た
づ
ら
に
さ
ぶ
ら
ふ
ま
じ
き
者

な
り
」
…
…

「
…
…
州
刺

。―
伺
コ
ら
、
手
惜
し
ま
ぬ
夜
な
る
を
、

…
…
」
　
　
　
　
　
　
　
　
（吹
上
・
下
／
α
一
二
三
頁
・
β
二
八
九
頁
）

-3-



【
‐４
】
大
床
子
立
て
て
、
瀾
＝
州
日
、
佃̈
頼
＝
飼
コ
、
大
将
殿
の
君
達
を

は
じ
め
に
て
、　
　
　
　
　
（菊
の
宴
／
α
〓
二
九
頁
・
■
一５
三
頁
）

【‐５
】
州
酬
Ⅶ
剣
劃
、
唱
歌
つ
か
う
ま
つ
り
て
、
瀾
＝
側
日
、
詩
誦
じ
な

ど
す
る
声
、
た
だ
今
の
上
手
、
こ
の
道
の
四
人
、

（内
侍
の
か
み
／

α
八
五
頁
・
β
四
二
九
頁
）

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で

〈
仲
忠

・
倒
測
》
と

《
仲
頼

・
行
正
》
と
い

う
形
で
構
成
さ
れ
て
い
た
対
称
は
、
「吹
上
」
巻
以
後
、
〈
仲
忠

・瀾
》
と

《
仲
頼

・行
正
》
と
い
う
形
に
更
新
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
」ヽ
の
と
き
指

標
と
な
る
の
は
、
か
つ
て
《
仲
忠

・仲
澄
》
が
揃
っ
て
「侍
従
」
で
あ
っ

た
関
係
が
崩
れ
、
替
っ
て

《
仲
忠

主
稼
》
が

「同
じ
位
」
の
ペ
ア
と
し

て
併
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。

【
‐６
】
す
な
は
ち
、
仲
忠
に
、
正
四
位
の
位
賜
ひ
て
、
左
近
中
将
に
な
さ

れ
ぬ
。
涼
に
、
同
ｕ
側
１
同
ｕ
引
樹
に
な
さ
れ
ぬ
。

（吹
上
・
下
／

α
一
二
六
頁
・
β
二
九
二
頁
）

【
‐７
】
左
近
に
は
、
仲
忠

・
涼
、
コ
月
劇
洲
引
釧
利
□
冽
劃
硼
側
悧
Ｗ

（内
侍
の
か
み
／

α
三
三
頁
・
■
二
九
五
頁
）

【
‐８
】
引
制
ヨ
劇
国
川
翻
樹
、
…
…
か
か
る
ほ
ど
に
、
藤
中
納
言

［＝
仲

忠
］
は
、
左
衛
門
督

・非
違
の
別
当
か
け
、
源
中
納
言

［＝
涼
］
は
、

右
衛
門
督
か
け
つ
。
　
　
（沖
つ
白
波
／

α
一
一
一
頁
。
■
四
五
〇
頁
）

右
の
よ
う
に
、
《
仲
忠

こ
凛
》
は
、
同
じ
く

「中
将
」
と
し
て
、
続
い

て
同
じ
く

「中
納
言
」
と
し
て
、
或
い
は
同
じ
く

「衛
門
督
」
と
し
て

並
び
称
せ
ら
れ
て
い
る
。
か
た
や
、
残
さ
れ
た
仲
澄
の
方
は
、
「侍
従
」

に
留
ま
っ
た
ま
ま
、
「あ
て
宮
」
巻
で
絶
命
し
て
し
ま
う
。

涼
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を

「も
う

一
人
の
仲
忠
」
と
捉

え
る
見
方
が
あ
り
、
確
か
に
、
琴
の
名
手
と
い
う
類
似
性
、
ペ
ア
と
し

て
の
相
似
性
に
目
を
据
え
た
場
合
に
は
劃
切
な
理
解
と
い
い
得
る
。
た

だ
、
よ
り
俯
殴
的
に
眺
め
、
「俊
蔭
」
「嵯
峨
の
院
」
巻
か
ら
流
れ
て
い

た

〈
仲
頼

・
行
正
》
〈
仲
忠

・
仲
澄
〉
と
い
う
二
者

一
対
を
顧
み
た
場
合

に
は
、
む
し
ろ
、
仲
澄
の
占
め
て
い
た
場
所
を
、
涼
が
取
っ
て
替
っ
た

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
に
違
い
な
い
。
或
い
は
、
涼
は
、
新
た
な
仲

澄
と
し
て
現
出
せ
し
め
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

【
‐９
】
「瀾
劇
潮
洲
酬
∃
「
¶
洲
綱
、
何
の
才
か
侍
る
」
「鍛
治
仕
う
ま
つ

る
オ
な
む
∵
…
‥
∃
翻
硼
渕
罰
酬
ヨ
Ⅷ
側
劇
「

何
の
オ
か
侍
る
」

「和
歌
の
才
な
む
侍
る
」
…
…

「祐
澄
の
朝
臣
、
何
の
才
か
侍
る
」

「渡
聖
の
才
な
ん
侍
る
。
あ
な
風
早
の
よ
や
」

「州
祠
倒
朝
日
、
何

の
オ
か
侍
る
」
「樵
の
オ
な
ん
侍
る
。
人
に
あ
ら
ず
の
み
や
」

「州

測
倒
朝
日
、
何
の
オ
か
侍
る
」
「山
伏
の
オ
な
む
あ
る
。
あ
な
松
臭

の
香
や
」

「徊
コ
の
朝
日
、
何
の
オ
か
侍
る
」
「筆
結
の
オ
な
む
侍

る
。
…
…
」
…
…

「か
の
君

［＝
実
忠
］
は
、
何
の
オ
か
お
は
す

る
や
」
「藁
盗
人
の
オ
な
む
侍
る
」

（菊
の
宴
／

α
一
四
六
頁
・
■
一一〇
七
頁
）

右
は
、
「菊
の
宴
」
巻
に
於
け
る
才
名
乗
り
の
く
だ
り
で
あ
る
。
」ゝ
れ

を
、
先
に

【
４
】
で
見
た

「嵯
峨
の
院
」
巻
の
オ
名
乗
り
の
く
だ
り
と

比
べ
て
み
た
い
。
「嵯
峨
の
院
」
巻
と

「菊
の
宴
」
巻
と
の
記
事
重
複
現

象
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
成
立
過
程

。
本
文
生
成
の
問
題
と
し
て
様
々

に
論
じ
ら
れ
た
通
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
、
「菊
の
宴
」
巻
は

「嵯
峨
の



院
」
巻
の
増
補
修
正
版
で
あ
る
と
捉
え
て
お
く
の
が
よ
か
ろ
う
。
特
に
、

片
桐
洋

一
氏
が
、
【
４
】
【
１９
】
な
ど
に
も
着
目
し
、
改
稿
の
動
機
と
し

て

「涼
の
出
現
」
を
重
視
し
て
い
る
の
は
首
肯
さ
れ
る
。
「菊
の
宴
」
巻

は
、
」保
が
仲
澄
を
抑
え
て
撞
頭
し
出
し
て
来
る
過
渡
的
な

一
帖
で
あ
る

と
思
し
い
。

涼
が
、
仲
澄
に
取

っ
て
替

っ
た
の
は
、
二
者

一
対
の
中
の
位
置
だ
け

で
は
な
い
。

【
２０
】
［仲
忠
］
「到
ｄ
到
コ
ーーー
創
引
川
測
「
酬
測
刊
冽
釧
翻
渕
り
創
爛
「

か
た
み
に
内
許
さ
ん
と
ぞ
言
ひ
け
る
」
と
て
、
入
り
給
へ
ば
、

（蔵
開
・
下
／
α
一
四
頁
・
£
五
七
九
頁
）

【
２‐
】
大
将

［＝
仲
忠
］
、
人
よ
り
も
疾
く
、
宮

［＝
女

一
宮
］
に
ま
か

で
給
へ
る
に
、
例
の
入
れ
奉
り
給
は
ず
。
わ
び
て
、
源
中
納
言

［＝

涼
］
の
方
に
お
は
し
て
、
…
…
た
だ
入
り
給
ふ
に
、
［涼
］
「げ
に
、

い
み
じ
う
侍
り
。
輝
く
や
う
に
ぞ
、
し
つ
ら
ひ
た
り
け
る
」

［仲

忠
］
笑
ひ
給
ひ
て
、
［仲
忠
］
「ま
づ
御
衣
、
脱
が
せ
給
へ
」
と
て
、

取
り
つ
つ
、
［涼
に
］
屏
風
に
掛
け
さ
せ
給
へ
ば
、
［涼
］
「
い
と
あ

や
し
う
、
［私
を
］
女
房
に
な
し
給
は
ん
や
」
と
て
、
中
納
言

［＝

涼
］
、
「身
に
余
り
た
る
こ
と

［＝
女

一
官
と
の
結
婚
］
し
た
ら
ん

人

［＝
あ
な
た
］
ぞ
、
さ
ぞ
あ
ら
ん
。
選
り
屑
の
人

［＝
私
］
は
」

な
ど
て
、
笑
ふ
笑
ふ
…
…

［仲
忠
］
コ
女

一
宮
の
］
例
の
狂
ほ
し
さ
。
…
…
」

［涼
］
「司
国

」
・・・・・。一
一

所
、
臥
し
給
ひ
て
、
中
納
言

［＝
涼
］
、
「子
持
ち
臭
か
ら
ぬ
会
、
持

て
来
」
と
て
、
…
…
コ
囲
Ｊ
創
コ
剰
翻
Ⅵ
Ч
剤
捌
ｄ
日
刑
ｄ
引

ヽ

（楼
の
上

。
下
／

α
三
二

一
頁
～

・
β
八
九
六
頁
～
）

先
の

【６
】
～

【９
】
で
は
、
〈
仲
忠

。
仲
澄
》
が
男
色
的
と
も
い
え

る
ほ
ど
密
に

「は
ら
か
ら
の
契
り
」
を
交
し
て
い
た
様
子
を
見
た
が
、

右
の
二
例
は
、
そ
れ
に
類
似
す
る
。
と
も
に
物
語
後
半
部
に
置
か
れ
、

冗
談
め
か
し
た
雰
囲
気
の
場
面
で
あ
る
の
だ
が
、
〈
仲
忠
こ
保
》
は
、
「
い

み
じ
く
契
り
た
る
仲
」
で
あ
り
、
妻
か
ら
離
れ
て
男
二
人
、
相
手
を
女

一房
の
如
く
に
扱
い
、
戯
れ
語
ら
い
合
い
な
が
ら
、
「も
ろ
と
も
に
明
か

さ
ん
」
と
、
同
じ
余
の
中
に

「臥
し
」
て
い
る
。
か
つ
て
の

〈
仲
忠

・

仲
澄
》
ペ
ア
は
、

【
２２
】
宰
相

［＝
祐
澄
］
、
「男
子
に
侍
る
祐
澄
だ
に
、
憎
く
も
侍
ら
ざ
り

し
人
也
。
故
侍
従

［＝
仲
澄
］
は
、
司
剌
コ
ーー‐
州
劇
「
ｄ
劃
ｄ
釧

引
日
ｑ
司
刻
、
こ
れ
に
ま
か
り
通
ふ
所
な
ら
ず
侍
り
し
か
。
男
た

ち
だ
に
、
さ
侍
り
し
人
を
、
…
…
」

（蔵
開
・
上
／

α
二
〇
五
頁
・
■
五
一
五
頁
）

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
濃
密
な
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
た
が
、
涼
は
、
こ
う

し
た
仲
澄
の
役
割
を
も
引
き
継
い
で
、
仲
忠
と
ペ
ア
を
な
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
「う
つ
ほ
物
語
』
前
半
部
に
於
い
て
、
〈
仲
忠

・州
測
》
と

《
仲

頼

・
行
正
）
と
が
対
称
と
し
て
布
置
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
、
《
仲

忠

・
測
》
と

〈
仲
頼

・
行
正
》
と
い
う
形
に
更
新
さ
れ
て
ゆ
く
様
相
を



辿
り
眺
め
た
。
も
と
よ
り
、
《
仲
忠

こ
保
》
は
、
「枕
草
子
」
や

「公
任

集
」
の
優
劣
論
争
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
こ
の
物
語
の
最
も
代
表
的

な
ペ
ア
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
組
み
合
せ
も
、
「蔵
開
」
巻
以
降
、
「秘

琴
」
と

「学
問
」
の
力
を
得
た
仲
忠
が
官
位
の
上
で
も
次
第
に
突
出
し

は
じ
め
る
と
、
ペ
ア
と
し
て
の
均
衡
が
崩
れ
、
作
品
を
貫
く
主
軸
と
は

な
ら
な
い
。
そ
し
て
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
変
容
こ
そ
、
い
か
に
も

「う

つ
ほ
物
語
』
ら
し
い
仕
様
だ
と
い
い
得
る
だ
ろ
う
。
「う
つ
ほ
物
語
」
と

い
う
作
品
は
、
二
者

一
対
の
人
物
相
関
図
を
敷
設
し
、
各
場
面

。
各
挿

話
を
造
成
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
、
絶
え
間
な
く
更
新

・
改
変
し
続
け
る

こ
と
で
、
物
語
を
継
起
的
に
発
展
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
一　
累
増
と
交
叉

こ
こ
ま
で
は
、
一
一者

一
対
の
人
物
配
置
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い

る
の
か
を
、
「う
つ
ほ
物
語
笠
則
半
部
を
中
心
に
眺
め
て
来
た
。
以
下
か

ら
は
、
物
語
後
半
部
に
於
い
て
、
こ
の
構
成
が
さ
ら
に
複
雑
に
さ
ら
に

巧
み
に
な
さ
れ
る
様
相
を
辿
っ
て
ゆ
く
。

■
Ｃ

〈
仲
忠

・
女

一
宮
〉
と

〈東
宮

。
あ
て
宮
〉

「蔵
開
」
巻
は
、
清
原
家
伝
来
の
書
物
を
発
見
し
た
仲
忠
が
、
そ
れ
を

朱
雀
帝

・
東
宮
に
奏
覧
す
る
と
い
う
次
第
を
語
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
う

し
た
内
容
か
ら
、
「琴
の

一
族
」
た
る
仲
忠
は

「学
問
」
「書
物
」
の
力

を
も
得
て
帝
に
膚
接
し
栄
達
の
途
を
進
む
、
と
い
う
よ
う
な
理
解
が
な

さ
れ
る
の
も
領
か
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
仲
忠
か
ら
帝

・
東

宮
へ
の
講
書
が
そ
れ
ほ
ど
意
義
深
い
象
徴
的
行
為
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

る
か
と
い
う
と
、
そ
う
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
仲
忠
は
、
朱
雀
帝
の
願

い
を
受
け
て
毎
日
の
よ
う
に
書
を
誦
し
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
妻
＝

女

一
宮
の
も
と
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
ぬ
た
め
、
次
の
よ
う
に
、
一言
い
訳

を
し
想
い
を
訴
え
る
文
を
幾
度
も
送
っ
て
い
る
。

【
２３
】
上

［＝
朱
雀
帝
］
、
「
…
‥
夜
な
ん

［講
書
を
聴
く
の
に
］
い
と
興

あ
る
。
ま
か
で
ら
れ
ず
や
よ
か
ら
ん
。
ま
だ
客
人
の
も
の
し
給
ふ

を
」
と
の
た
ま
ふ
。
大
湖
コ
ーーー
州
劇
「

‐′、
―
＝
冽
園
翻
剰
可
ゴ
コ
ーーー

劇

一‐
割
「
日
剣
劇
利
河
樹
州
。
「今
朝
は

［手
紙
を
頂
き
］
喜
び
て

な
ん
、
引
潤
劇
瑚
列
割
側
悧
利
斜
ｑ
綱
州
Ｊ
副
劇
ｑ
列
利
倒
ｑ
州
列

・・・・・。」

（蔵
開
・
中
／
α
二
三
八
頁
・
■
五
四
〇
頁
）

そ
の
よ
う
な
心
境
で
あ
る
か
ら
、
仲
忠
は
、
文
書
を
進
覧
し
終
え
る

や
早
々
に
帰
宅
し
、
よ
う
や
く
に
女

一
宮
と
の
共
寝
を
果
す
。

【
Ｚ
】
大
将

［＝
仲
忠
］
、
７
…
二

人
は
、
い
と
侍
り
に
く
し
」
と
て
、

［女

一
宮
を
］
か
き
抱
き
下
し
て
、
率
て
奉
り
給
ひ
て
、
劉
洲
刈
御

旧
洲
副
洲
馴
召
劇
則
Ы
劃
鼎
渕
『
（蔵
開
・
中
／
α
二
六
二
頁
・
■
五
五
七
頁
）

一
方
、
仲
忠
の
講
書
を
聴
く
東
宮
も
、
帝
の
命
令
ゆ
え
に
そ
こ
に
い

る
ば
か
り
で
、
′ヽい
は
藤
壺
＝
あ
て
宮
に
奪
わ
れ
た
ま
ま
、
想
い
を
綾
々

述
べ
た
文
を
、
次
の
よ
う
に
幾
度
も
送
っ
て
い
る
。

【
２５
】
上

［＝
朱
雀
帝
］
、
あ
か
ら
さ
ま
に
入
ら
せ
給
へ
る
ほ
ど
に
、
大

―-6-



将

［＝
仲
忠
］
、
書
直
す
と
て
あ
る
筆
を
、
東
官
、
取
ら
せ
給
ひ
て
、

御
懐
紙
に
か
く
書
き
て
、
劇
引
コ
Ⅷ
劇
引
創
劇
＝
劃
悧
渕
引
ｑ

「―倒

創
副
「
引
制
湖
「
副
瀾
淵
列
測
コ
劉
到
コ
呵
劇
州
日
ｄ
Л
副
剰
剣
引
句

な
が
ら
ふ
と
て
も
言
ふ
な
る
も
の
を
。

白
雪
の
ふ
れ
ば
は
か
な
き
世
の
中
を
ひ
と
り
明
か
さ
ん
こ
と
の

わ
び
し
さ

あ
ら
ん
世
の
限
り
だ
に
こ
そ
」
と
て
、

（蔵
開

。
中
／

α
二
二
九
頁

・
β
五
四
一
頁
）

そ
し
て
、
よ
う
や
く
講
書
が
終
る
と
、
東
官
は
、
や
は
り
仲
忠
と
同

じ
よ
う
に
、
あ
て
官
の
局
に
赴
き
、
共
寝
を
果
す
。

【２６
】
東
宮
、
帰
り
給
へ
り
。
…
…
宮
は
、
劇
ョ
＝
―――
劉
ｑ
日
「
日
入
明

関
刊
劇
鼎
渕
り
　
　
　
　
　
（蔵
開
・
中
／
α
二
五
四
頁
・
■
五
五
一
頁
）

こ
う
し
た
人
物
布
置
の
仕
様
に
も
、
一
一者

一
対
の
理
法
を
看
て
取
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
「蔵
開
」
巻
に
於
い
て
は
、
帝
へ
の
文
書
奏
覧
が

公
の
重
要
事
項
と
し
て
進
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
反
対
の
私
的
な
位

置
に
、
〈
仲
忠

・
女

一
宮
》
ペ
ア
と

〈
東
宮

。
あ
て
宮
》
ペ
ア
と
い
う

相
似
の
男
女
関
係
が
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「蔵
開
」
巻
以
前
を
顧
み
る
と
、
何
段
階
か
の
変
転
は
あ
る
に
せ
よ
、

「仲
忠
の
宰
相
の
中
将
に
女

一
宮
、
源
氏
の
中
将
に
さ
ま
こ
そ
君
、
こ

れ
は
宣
旨
に
て
賜
ふ
」
（沖
つ
自
波
／
α
一
〇
七
頁
・
β
四
四
七
頁
）
と
い

う
形
に
落
ち
着
く
ま
で
、
伴
侶
と
の
関
係
性
に
於
い
て
は
、
常
に
仲
忠

と
涼
と
が
組
み
合
さ
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
、
「蔵
開
」
巻
に
於
い
て

は
、
《
仲
忠

。
女

一
官
）
と

〈
東
官

。
あ
て
官
》
と
い
う
対
称
が
、
大
き

な
比
重
を
以
て
敷
設
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
以
後
、
「う
つ
ほ
物

証
巴

は
、
こ
の
対
を
駆
動
因
と
し
て
様
々
な
人
物
た
ち
を
累
積
的
に
付

加
し
、
さ
ら
に
広
が
り
の
あ
る
世
界
を
展
開
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

■
Ｄ

〈
仲
忠

・
女

一
宮

。
犬
宮
》
〈涼

。
さ
ま
宮

。
男
子
〉
と
、

《東
宮

。
あ
て
宮

。
四
宮
》
〈東
宮

・
梨
壺

・
三
宮
〉

『う
つ
ほ
物
語
」
後
半
部
に
は
、
妊
娠

。
出
産
と
い
う
事
態
が
、
間
歌

的
に
幾
度
も
描
か
れ
て
い
る
。
「蔵
開
」
巻
に
於
い
て
は
、
仲
忠
と
涼
そ

れ
ぞ
れ
に
、
相
次
い
で
初
子
が
誕
生
す
る
。

【
２７
】
か
か
る
ほ
ど
に
、
寅
の
時
ば
か
り
に
、
［犬
宮
］
生
ま
れ
給
ひ
て
、

声
高
に
泣
き
給
ふ
。
中
納
言

［＝
仲
忠
］
も
驚
き
て
、
御
帳
の
帷

を
か
き
上
げ
て
、
「何
ぞ
や
何
ぞ
や
」
と
聞

」ゝえ
給
へ
ば
、

（蔵
開
・
上
／
α
一
四
二
頁
・
β
四
七
三
頁
）

【
２８
】
源
中
納
言

［＝
涼
］
の
北
の
方

［＝
さ
ま
宮
］
、
子
生
み
給
ふ
と

て
、
…
…
か
か
る
ほ
ど
に
生
み
給
ひ
て
け
り
。
男
と
言
ふ
。

（蔵
開
・
中
／
α
二
六
二
頁
・
β
五
五
六
頁
）

前
者
は
、
「蔵
開

・
上
」
巻
、
《
仲
忠

。
女

一
宮
》
に
大
宮
が
誕
生
し

た
く
だ
り
、
後
者
は
、
「蔵
開

。
中
」
巻
、
〈
涼

・
さ
ま
宮
〉
に
男
子
が

誕
生
し
た
く
だ
り
で
あ
る
。
仲
忠
に
つ
い
て
は
、
「し
と
」
で
濡
れ
る
の

も
構
わ
ず
、
「御
懐
放
ち
奉
り
給
は
ず
」
（蔵
開
。
上
／
α
一
九
四
頁
・
β

五
〇
七
頁
）
、
「夜
昼
、
懐
放
た
で
な
ん
」
（同
／
■
一〇
〇
頭
・
β
五
一
一

頁
）
と
い
う
よ
う
な
溺
愛
ぶ
り
が
、
随
所
で
語
ら
れ
て
い
る
。
対
し
て
、

涼
の
方
は
、
生
ま
れ
て
来
た
子

翁
蔵
開
」
巻
で
は
男
子
、
「楼
の
上
」
巻
で



は
女
子
）
を
、
次
の
よ
う
に
毛
嫌
い
し
て
い
る
。

【
２９
】
大
将

［＝
仲
忠
］
、
「子
ば
か
り
か
な
し
き
も
の
や
は
あ
り
け
る
。

君
は
、
思
ひ
給
ふ
や
」

［涼
］
「
Ｊ
¶

，、
‐
¶
ョ
倒
□
¶
梨
日
別
¶
」

大
将
、
コ
百
ふ
か
ひ
な
き
こ
と
す
る
君
か
な
。
ま
ろ
ら
が
子
は
、
す

な
は
ち
よ
り
懐
に
こ
そ
入
り
ゐ
た
れ
」

（蔵
開
・
下
／
α
一
〇
頁
・
β
五
七
七
頁
）

こ
の
後
で
も
、
一保
は
、
己
の
子
を

「恐
ろ
し
と
て
抱
き
給
は
ず
」
（同

／

■
一四
頁
・
■
五
八
六
頁
）
と
い
う
よ
う
な
有
り
様
で
、
仲
忠
と
の
違

い
が
甚
だ
し
い
。
蓋
し
、
「う
つ
ほ
物
語
」
後
半
部
に
あ
っ
て
は
、
仲
忠

と
涼
は
、
も
は
や
相
似
の
ペ
ア
で
は
な
く
、
明
暗
と
も
い
う
べ
き
対
比

を
な
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
て

一
方
、
《
東
宮

・
あ
て
宮
》
及
び

〈
東
宮

・
梨
壺
〉
側
の
出
産

の
次
第
は
、
「国
譲

・
上
」
「国
譲

・
中
」
巻
で
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ

て
い
る
。

【
３０
】
［仲
忠
］
驚
き
て
、
「何
事
ぞ
」
と
問
は
せ
給
へ
ば
、
「宮
御
方

［＝

梨
司
「
洲
「
川
翻
劃
劃
馴
珂
剣
＝
」
と
申
す
。
…
…

［仲
忠
］
驚
き

給
ひ
て
、
「何
ぞ
」
と
問
は
せ
給
へ
ば
、
［使
］
「男
と
聞
こ
え
給

ふ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
（国
譲
・
上
／
α
一
四
三
頁
・
β
工全
ハ九
頁
）

【
３‐
】
か
か
る
ほ
ど
に
、
晦
日
に
な
り
て
、
国
ｄ
調
引
洲
―こ―
、
男
皇
子

［＝
四
宮
］
生
ま
れ
給
へ
り
。
［あ
て
宮
が
］
剣
樹
瓢
州
引
Ｎ
刊
■
馴

ｕ
つｌ
ｄ
劇
月
副
川
剤
馴
因
剛
悧
勾

（国
譲
。
中
／
α
一
七
三
頁
・
β
六
九
二
頁
）

前
者
は
、
〈
東
官

・
梨
壺
〉
に
三
宮
が
誕
生
し
た
く
だ
り
、
後
者
は
、

《
東
宮
。あ
て
官
》
に
四
宮
が
誕
生
し
た
く
だ
り
で
あ
る
が
、
傍
線
部
の

如
く
、
梨
壼
の
出
産
が
難
産
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
あ
て
宮
の
出
産

は
、
平
穏
な
安
産
で
あ
っ
た
と
い
う
。
蓋
し
、
「蔵
開
」
巻
に
於
け
る

《
仲
忠

。
女

一
宮

。
大
宮
》
と

金
凛
。
さ
ま
宮

。
男
子
〉
と
同
じ
く
、
「国

譲
」
巻
に
於
い
て
は
、
《
東
宮

。
あ
て
宮

・
四
宮
〉
と

〈
東
官

・
梨
壼

・

三
宮
〉と
が
明
暗
と
も
い
う
べ
き
対
比
を
な
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ

つヽノ。こ
う
し
た
陰
陽
の
付
け
ぶ
り
を
、
先
に
Ｃ
節
で
見
た
対
称
の
流
れ
の

中
に
置
く
と
、
次
の
よ
う
に
把
捉
で
き
る
に
違
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、

「う
つ
ほ
物
語
』
後
半
部
は
、
〈
仲
忠

・
女

一
宮
》
と

〈
東
宮

・
あ
て
宮
》

と
い
う
類
同
の
対
を
敷
設
し
て
お
き
、
そ
れ
に
漸
次
、
子
を
添
加
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
は
、
両
者
そ
れ
ぞ
れ
に
、
そ
の
ネ
ガ
と
な
る

〈
涼

。
さ
ま
宮
〉
〈
東
宮

・
梨
壺
〉
を
対
比
的
に
布
置
し
て
、
《
仲
忠

・

女

一
官
》
と

〈
東
官

・
あ
て
宮
》
と
い
う
基
軸
を
際
立
た
せ
て
い
る
の

で
あ
る
。

■
Ｅ

〈
仲
忠

。
女

一
宮
》
〈女
二
宮
〉
〈弾
正
宮
〉
と
、

《
東
宮

。
あ
て
宮
》
〈さ
ま
宮
〉
〈源
祐
澄
〉

し
か
の
み
な
ら
ず
、
《
仲
忠

。
女

一
宮
〉
ペ
ア
と

〈
東
宮

・
あ
て
宮
〉

ペ
ア
と
い
う
対
称
は
、
そ
の
兄
弟
姉
妹
を
も
含
み
込
ん
で
、
さ
ら
に
膨

脹
せ
し
め
ら
れ
る
。

女

一
宮
の
兄
弟
で
あ
る
三
の
皇
子
＝
弾
正
宮
は
、
「藤
原
の
君
」
巻

に
、
あ
て
宮
の
求
婚
者
と
し
て
登
場
し
て
い
た
の
だ
が
、
「蔵
開
」
巻
で
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は
、
実
は
か
つ
て
、
さ
ま
宮
の
結
婚
相
手
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
語
ら
れ
る
。

【
３２
】
［大
宮
↓
弾
正
宮
］
コ
到
「
哺
劇
釧
ヨ
目
引
創
引
ｑ
Ｊ
司
国
＝
剖

哺
出
綱
蝸
剰
菫
「
り
曰
劃
劇
「
冽
創
釧
劃
州
判
劇
ｑ
。
思
は
ぬ
さ
ま

な
る
事
の
出
で
来
に
し
か
ば
」
（蔵
開
。
上
／
α
二
一
五
頁
・
β
五
三
二
頁
）

【
３３
】
［仲
忠
↓
涼
］
７
…
。こ
の
君

［＝
さ
ま
宮
］
も
、
劣
り
給
は
ざ
な

る
は
。

ノ‐、‐割
利
＝
創
Ⅶ
Ｊ
目
コ
ｑ
ヨ
呵
司
刊
馴
国
ｕ
洲
ｕ
ａ
剖
潤
明

引
劉
劃
剖
、
か
か
る
事
の
あ
り
け
れ
ば
、
…
…
」

（蔵
開
・
下
／
α
八
頁
・
■
五
七
五
頁
）

一
方
、
あ
て
宮
の
兄
弟
で
あ
る
源
祐
澄
も
、
「藤
原
の
君
」
巻
初
出
の

人
物
で
あ
る
の
だ
が
、
「蔵
開
」
巻
で
は
、
そ
れ
が
実
は
、
女

一
宮
を

想
っ
て
い
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。

【
３４
】
司
洲
到
コ
Ⅷ
淵
翻
「
∃
洲
日
「
「
割
到
日
州
ｄ
酬
洲
ｄ
ｄ
馴
ｕ

団
ぶ
ぴ
今
は
、
か
の
君
を
、
「
い
か
で
か
」
と
思
せ
ど
、
聞

」ゝえ
よ

る
べ
く
も
あ
ら
ね
ば
、
心

一
つ
に
思
す
。

（蔵
開
。
上
／
α
二
〇
七
頁
・
■
土
王
ハ
頁
）

【
３５
】
官
は
た

［＝
祐
澄
の
子
］
、
「官

［＝
女

一
宮
］
の
御
も
と
な
れ
ば

［僕
が
あ
な
た
の
手
紙
を
持

っ
て
ゆ
く
よ
ご

と
言
ふ
。
大
将

［＝

仲
忠
］
、
「そ
れ
を
ば
、
な
ど
」
と
の
た
ま
ふ
。
［官
は
た
］
「
ｑ
ｑ

君

け
＝
祐
澄
」
の

一女

一
官
を
」
思
ひ
奉
れ
給

へ
ば
、
ま
ろ
も
」
と

て
取
り
て
、
　
　
　
　
　
（蔵
開

・
中
／

α
二
三
四
頁

・
■
五
王
ハ
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
「蔵
開
」
巻
に
は
、
弾
正
宮

・
祐
澄
に
つ
い
て
の
新
た

な
情
報
が
散
見
す
る
。
し
か
る
に
、
そ
の
弾
正
官
が
ひ
た
す
ら
に
恋
慕

す
る
の
は
、
さ
ま
宮
で
は
な
く
そ
の
姉
＝
あ
て
宮
で
あ
り
、
ま
た
、
そ

の
祐
澄
が
積
極
的
な
行
動
を
向
け
る
の
は
、
女

一
宮
で
は
な
く
そ
の
妹

＝
女
二
宮
で
あ
っ
た
。

【
３６
】
［弾
正
宮
↓
母
仁
寿
殿
女
御
］
７
…
。お
も
と
こ
そ
、
つ
ら
く
お

は
す
れ
。
我
を
幸
ひ
な
く
生
み
出
で
、
物

［＝
あ
て
宮
を
恋
う
苦

し
み
］
を
思
は
せ
給
ふ
」
（蔵
開
・
上
／

α
一
七
三
頁
・
β
四
九
四
頁
）

【
３７
】
［仲
忠
↓
女

一
宮
］
７
…
如
刻
測
副
測
淵
副
「
引
コ
リ
割
司
ぞ
到

国
引
湖
潤
。
物
も
の
た
ま
は
ず
、
御
妻
も
な
く
て
、
年
月
を
経
給

ふ
に
、
何
心
を
思
す
な
ら
ん
。
よ
し
見
給
へ
。
司
測
で
１
割
国
引

割
醐
劇
劇
祠
ｑ
刈
」
　
　
　
（蔵
開
・
上
／
α
一
九
八
頁
・
■
五
一
〇
頁
）

【
３８
】
［弾
正
官
］
「か
ひ
な
の
事
や
。
あ
ま
り

［男
を
］
侮
ら
れ
て
は
、

［湖
ｄ
引
副
弓
湖
「
覇
測
悧
捌
側
判
倒
り

…
…
」

女
一
宮
、
「あ
な

む
く
つ
け
。
か
く
は
の
た
ま
ふ
。
月
コ
ーーー
湖
ｄ
日
「
劉
ぼ
１
可
利

づ
引
劇
調
則
引
創
創
樹
コ
翔
。
…
…
」

［女
一
宮
は
］
い
み
じ
く
怖

ぢ
給
ふ
。
　
　

　

　

　

　

（国
譲

・
中
／

α
一
九
五
頁

・
β
七
〇
六
頁
）

【
３９
】
女
御

［＝
弾
正
宮
の
母
仁
寿
殿
女
御
］
、
「
…
‥
さ

［縁
談
を
］
も

の
す
る
人
は
侍
れ
ど
、
い
か
な
る
に
か
、
［弾
正
宮
は
］
か
く

一
人

の
み
ぞ
」
と
聞

」ゝえ
給
へ
ば
、
［朱
雀
帝
〕
「も
し
、
藤
壼

［＝
あ

て
宮
］
を
や
、
月
見
る
や
う
に
思
ひ
け
む
。
…
。こ

（国
譲
・
下
／
α
三
七
頁
・
β
七
六
五
頁
）

右
の
如
く
、
弾
正
宮
は
、
あ
て
宮
だ
け
を

一
途
に
想
っ
て
未
だ
に
妻
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を
要
ら
ず
、
煩
悶
の
あ
ま
り
母
に
向

っ
て
己
を
生
ん
だ
こ
と
を
恨
み
さ

え
し
、
さ
ら
に
は
、
あ
て
宮
に
無
体
な
振
る
舞
い
を
し
か
ね
ぬ
ほ
ど
の

言
動
を
呈
し
て
、
「事
は
引
き
出
で

（
給
韓
ん
」
「
い
た
づ
ら
に
な
さ
ん
と

思
す
か
」
と
人
々
を
恐
れ
さ
せ
て
い
る
。

一
方
の
祐
澄
も
、
女
二
官
に
対
し
、
あ
ま
り
に
ひ
た
ぶ
る
な
行
動
に

出
て
い
る
。

【“
】
大
将

［＝
仲
忠
］、
「
渕
ョ
羽
型
「
劇
目
引
Ｊ
冽
刊
Ｊ
ｄ
剣
コ
ーーー

刻
コ
日
刻
「
ｄ
ｌ
刻
引
国
刑
「
川
＝
公
然
と
］
、
女
御

［＝
仁
寿
殿

女
御
］
に
も
、
み
づ
か
ら

［＝
仲
忠
］
に
も
、
物
せ
ら
る

［＝
奪

馴
引
ｄ
ｄ
劉
つＩ
Ｊ
やｌ
ｄ
「
刻
劇
」

お
と
ど

［＝
兼
雅
］、
「皇
子
ふ

さ
ひ
な
り
や
。
洲
刑
剰
綱
Ч
¶
劇
ｕ
ヨ
測
矧
矧
¶
引
会
日
■

‥
…
Ｌ

（蔵
開
・
下
／
α
四
七
頁
・
β
ユハ
〇
一
頁
）

【４‐
】
宰
相
中
将
の
君

［＝
祐
澄
］
の
御
も
と
よ
り
、
一
一宮

〔＝
女
二
官
］

の
乳
母
の
も
と
に
、
…
…

「昨
日
の
つ
と
め
て
、
消
息
聞

」ゝえ
た

り
し
か
ど
、
…
…
昨
日
の
つ
と
め
て
、
追
ひ
ま
う
で
来
て
、
［女
二

日
り
劇
ｄ
「
刊
ｑ
刻
利
明
日
刻
利
Ｊ
引
創
劇
ｕ
∃
引
到
。
‥
…
」
と

あ
り
。
乳
母
、
見
て
、
コ
矧
綱
引
綱
り

人
も
こ
そ
気
色
見
れ
」
と

て
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
（国
譲
・
中
／
α
二
一
九
頁
・
β
七
二
三
頁
）

【４２
】
宰
相
中
将

［＝
祐
澄
］、
「
」
の
大
将

［＝
仲
忠
］、
夕
副
測
刊
到
＝
「

調
冽
「
ｑ
剣
創
剣
別
●
す
る
に
こ
そ
あ
る
ら
め
。
宮

［＝
弾
正
宮
］

た
ち
も
お
は
せ
で
、
い
と
よ
う
た
ば
か
り
つ
べ
か
り
つ
る
物
を
」
と

て
、
歯
噛
み
を
し
て
出
で
ぬ
。
少
将

［＝
近
澄
］
も
、
す
べ
り
出

で
て
往
ぬ
。
　
　
　
　
　
　
（国
譲
・
下
／
α九
九
頁
・
β
八
〇
六
頁
）

【
４３
】
［左
近
の
乳
母
↓
仲
忠
］
「劇
ｄ
翻
劉
ｕ
劃
詞
剣
こ
そ
、
聞
き
侍
り

つ
れ
。
二
の
官

［＝
女
二
宮
］
の
越
後
の
乳
母
は
、
割
利
引
翔
ｑ

「司
引
Ш
側
□
「
『
コ
湘
∃
Ｊ
劃
引
川
『
ｄ
川
国
洲
引
ｄ
．、
多
く
の

物
賜
り
に
け
る
は
。
…
…
」（国
譲
・
下
／
α
一
一
二
頁
・
β
八
一
五
頁
）

右
の
如
く
、
祐
澄
は
、
弟
＝
近
澄
な
ど
と
と
も
に
、
女
二
宮
を
付
け

狙
っ
た
り
乳
母
を
取
り
込
ん
だ
り
な
ど
し
、
女
二
宮
を
掠
奪
す
る
計
略

を
あ
ら
わ
に
呈
し
て
、
「
い
と
お
ほ
け
な
き
人
「
あ
な
恐
ろ
し
」
と
人
々

（８
）

を
怯
え
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
物
語
後
半
部
に
あ
っ
て
は
、
《
女

一
宮

・
女
二
官
》
の

兄
弟
で
あ
る
弾
正
宮
と
、
《
あ
て
宮

。さ
ま
宮
》
の
兄
弟
で
あ
る
祐
澄
と

が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「恐
ろ
し
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
相
手
方
の
女
君
に

一
途

な
恋
情
の
ベ
ク
ト
ル
を
向
け
て
、
類
同
の
対
を
な
し
て
い
る
の
で
あ

２つ
。で
つ
つ
ほ
物
語
」
に
あ
っ
て
、
「恐
ろ
し
」
翁
恐
ろ
し
げ
な
り
」
「恐
ろ
し

さ
」
等
も
含
む
）
と
い
う
語
は

一
〇
八
例
存
す
る
の
だ
が
、
後
半
部
で
は
、

「蔵
開
」
巻
＝

一
六
例
、
「国
譲
」
巻
＝
四
七
例
、
「楼
の
上
」
巻
＝

一
五

例
と
い
う
よ
う
に
、
と
り
わ
け

「国
譲
」
巻
に
こ
の
語
が
頻
出
し
て
い

る
。
特
に
、
そ
の
四
七
例
の
う
ち

一
一
例
が
、
弾
正
宮

・
五
宮

・
祐
澄

。

近
澄
と
い
う
男
た
ち
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
興
味
深
い
。
「国
譲
」

巻
と
い
う
と
、
あ
て
宮
の
皇
子
か
梨
壺
の
皇
子
か
と
い
う
立
太
子
争
い

が
そ
の
中
心
事
項
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
そ
の
一

方
に
、
弾
正
宮

・
五
宮

・
祐
澄

・
近
澄
な
ど
、
狼
藉
に
及
び
か
ね
ぬ
ほ



ど
ひ
た
ぶ
る
な
恋
の
徒
た
ち
が
、
精
彩
を
放
っ
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と

に
も
目
を
据
え
て
お
き
た
い
。

そ
う
し
た
情
況
で
あ
る
か
ら
、
弾
正
宮
と
祐
澄
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
己

の
姉
妹
で
あ
る
女
二
宮

。
あ
て
宮
を
、
男
た
ち
の
迫
り
寄
り
か
ら
警
護

す
る
と
い
う
働
き
も
す
る
。

【
“
】
大
宮
、
７
…
痢
利
刻
淵
川
冽
Ｎ
引
劇
ｑ
ｑ
ｑ
謝
綱
剖
刈
封
刻
日

が
１
冽
劇
割
り
剖
ｄ
ｌこ―
「
劇
叫
剰
例
刑
嘲
Ｉ
Ч
洲
が
ｏ
…
…
人
に

よ
か
ら
ず
思
ひ
言
は
れ
給
へ
れ
ば
、
名
を
立
て
ん
と
て
、
腹
汚
き

心
つ
か
ふ
人
も
あ
ら
ん
。
・…
こ
…
…
宰
相
中
将
［＝
祐
澄
］
、
７
…
・

側

倒

引

樹

劇

割

到

剰

ゴ

コ

洲

倒

ヨ

Ｊ

劉

□

の
‐

―

。
　

」

（国
譲
・
上
／
α
一
一
五
頁
～
・
β
六
五
〇
頁
～
）

【４５
】
［仁
寿
殿
女
御
］
７
…
。よ
し
と
も
あ
し
と
も
、
人
に
は

［女
二
宮

を
］
見
せ
ぬ
ぞ
よ
き
。
碑

正

の
宮

に
、
い
と

よ
く

聞

ゝ
」
え

ん
ｃ
…

…

こ
と
人
よ
り
も
、
宰
相
の
君

［＝
祐
澄
］
は
、
い
と
わ
づ
ら
は
じ

き
。
…
。こ

と
聞

」ゝえ
給
へ
ば
、
［女

一
宮
］
７
…
・弾
正
の
宮
に

聞
こ
え
給
へ
。
蔵
人
の
少
将

［＝
近
澄
］
は
、
…
…

［女
二
宮
に

逢
わ
せ
ろ
と
］
藤
壺
ぞ
責
め
聞
こ
ゆ
め
り
し
。
い
み
じ
く
恨
む
め

り
し
か
ど
も
、
耳
に
も
聞
き
入
れ
給
は
ざ
め
り
き
」

（国
譲
。
上
／
α
一
四
七
頁
・
β
六
七
一
頁
）

【
４６
】
弾
正
の
宮
は
、
…
…
女
御
の
君

［＝
母
仁
寿
殿
女
御
］
の
聞
こ

え
お
き
給
へ
れ
ば
、
コ
日
倒
御
Ы
ｄ
ｌこ―

・
――
「
劃
到
到
劃
川
ｕ
劇
劇
ｏ

蔵
人
の
少
将

［＝
近
澄
］、
「
い
か
で
」
な
ど
は
思
せ
ど
、
男
宮

［＝

一∃
Щ
９
日
「
劃
到
ｕ
劃
酬
ｑ
、
…
…
蔵
人
の
少
将
、
中
納
言
の
君

と
て

［女
二
宮
の
］
御
身
に
付
き
仕
う
ま
つ
る
人
に
、
よ
ろ
づ
の

宝
物
を
取
ら
せ
給
ひ
つ
つ
、
刻
刊
倒
馴
剣
「
劃
劃
劇
鞘
劉
剣
Л
「

測
ぶ
剰
劃
刷
Ⅶ
馴
到
ｕ
。
…
…
異
人
も
あ
ま
た
聞
こ
ゆ
る
中
に
、
五

の
宮
よ
り
切
に
聞

」ヽえ
給
ふ
。
（国
譲
・
中
／
α
二
〇
五
頁
・
β
七
一
三
頁
）

一
例
目
は
、
東
宮
の
も
の
と
な
っ
て
も
な
お
迫
り
寄
ら
れ
か
ね
な
い

あ
て
宮
を
、
祐
澄
た
ち
が
守
衛
し
よ
う
と
い
う
く
だ
り
。
後
二
例
は
、

祐
澄

。
近
澄

・
五
宮
た
ち
に
掠
奪
さ
れ
か
ね
な
い
女
二
官
を
、
弾
正
宮

が
守
衛
し
よ
う
と
い
う
く
だ
り
。
祐
澄
と
弾
正
宮
は
、
相
手
方
の
女
君

に
強
い
恋
慕
の
ベ
ク
ト
ル
を
向
け
る
と
い
う
点
の
み
な
ら
ず
、
己
方
の

姉
妹
を
擁
護
す
る
と
い
う
役
割
に
於
い
て
も

一
対
を
な
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
相
関
関
係
は
、
次
の
系
図
に
よ
っ
て
、
よ
り
見
や
す
い
も

の
と
な
る
だ
ろ
う
。

【人
物
系
図
】

一一　

　

　

　

一

］正三一一　　　　田赫】館

上
段
・
下
段
は
、
実
に
き
れ
い
な
対
称
を
な
し
て
い
る
。
「う
つ
ほ
物

〓
巴

後
半
部
は
、
《
仲
忠

・
女

一
宮
》
と

《
東
宮

。
あ
て
官
》
と
い
う
対

を
形
成
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
こ
に
漸
次
、
〈
女
二
宮
〉
〈
さ
ま
宮
〉

一 H一



や
、
〈
弾
正
官
〉
〈
祐
澄
〉
と
い
う
兄
弟
姉
妹
を
累
増
し
、
さ
ら
に
は
、

〈
弾
正
宮
〉
か
ら

《
あ
て
宮

。
さ
ま
官
》
へ
、
〈
祐
澄
〉
か
ら

《
女

一
宮

・

女
二
宮
》
へ
と
い
う
志
向
を
設
け
て
、
こ
の
対
称
の
間
で
恋
情
の
ベ
ク

ト
ル
を
交
叉
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
律
義
な
、
と
い
う

べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
「う
つ
ほ
物
語
」
後
半
部
は
、
対
と
い
う
構
成

を
基
本
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
膨
脹
さ
せ
連
関
さ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り

豊
か
で
厚
み
の
あ
る
人
物
相
関
図
を
造
り
得
た
と
い
え
よ
う
。

た
だ
、
Ｃ
～
Ｅ
節
で
辿
り
見
た
と
こ
ろ
か
ら
、
「仲
忠
と
王
権
」
と
か

「仲
忠

一
族
の
栄
華
」
と
か
い
っ
た
把
捉
を
す
る
こ
と
は
忌
避
し
て
お

き
た
い
。
仲
忠
は
次
の
帝
に
比
肩
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
む

し
ろ
、
「う
つ
ほ
物
語
』
後
半
部
は
、
物
語
前
半
部
で
精
彩
を
放
っ
て
い

た
仲
忠
と
あ
て
宮
を
利
用
し
て
、
《
仲
忠

・
女

一
宮
》
と

《
東
宮

。
あ
て

宮
》
と
を
楕
円
の
二
つ
の
焦
点
の
よ
う
に
置
き
、
こ
れ
を
力
源
と
し
て

物
語
を
発
展
せ
し
め
て
い
る
、
と
理
解
す
る
の
が
よ
い
。

以
上
、
「う
つ
ほ
物
語
」
に
於
け
る
二
者

一
対
の
構
成
法
に
着
目
し
、

そ
れ
が
敷
設

・
更
新
さ
れ
る
様
相
、
そ
れ
が
累
増

。
対
比

・
交
叉
さ
れ

る
様
相
を
考
察
し
て
来
た
。

こ
う
し
た
叙
法
を
、
物
語
作
者
の
周
到
な
意
図
で
あ
る
と
唱
え
る
つ

も
り
は
な
い
。
も
と
よ
り
、
現
存
す
る

「う
つ
ほ
物
語
」
全
篇
が

一
人

の
書
き
手
に
よ
っ
て
統
御
さ
れ
て
い
る
と
は
到
底
思
わ
れ
な
い
。
だ

が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
そ
こ
に
、
「竹
取
物
語
」
と
も

『落
窪
物
語
」
と

も

『源
氏
物
語
」
と
も
異
な
る
、
「う
つ
ほ
物
語
」
な
り
の
物
語
造
成
術

が
潜
勢
し
或
い
は
発
揚
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
日
残
る
テ
キ
ス
ト

か
ら
そ
れ
を
掬
い
上
げ
る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

よ
江

奮

凛

騒

鮮

お

い
憫

纏

鵠

籠

Ｌ

雌
湖

に
も
、
例
え
ば
、
多
種
多
様
な
事
物
や
名
称
を
列
挙
し
て
各
場
面
を
構

築
す
る
網
羅
類
衆
の
法
、
登
場
人
物
を
三
角
形
に
布
置
し
て
そ
の
均
衡

と
拮
抗
を
語
る
三
幅
対
の
法
、
既
に
存
在
す
る
巻
々
の
記
事
を
改
め
訂

し
な
が
ら
新
た
な
事
態
を
招
来
せ
ん
と
す
る
事
実
変
更
の
法
…
…
等
々

を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
、
物

語
な
る
も
の
を
書
き
留
め
推
し
進
め
る
た
め
の

一
つ
の
拠
り
所
に
な
っ

て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
、
未
だ
定
型
の
な
い
物
語
が
如
何
に
生

成
し
長
篇
化
を
果
し
て
い
っ
た
の
か
を
辿
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

【註
】

（１
）
片
桐
洋

一
「宇
津
保
物
語
の
方
法
―
そ
の
一
、
執
筆
態
度
と
執
筆
過
程

（
こ

―
」
翁
女
子
大
文
学
　
国
文
篇
』
第

一
二
号

・
一
九
六
一
年

一
月
）

同

「う
つ
ほ
物
語
第

一
部
の
表
現
と
構
造
―
主
と
し
て
待
遇
表
現
を
中
心

に
―
」
ａ
宇
津
保
物
語
論
集
』
古
典
文
庫

。
一
九
七
三
年
）

（２
）
室
城
秀
之
コ
う
つ
ほ
物
語
』
の
親
族
関
係
表
現
に
つ
い
て
―

「親
方
」
「親

に
す
」
「子
に
す
」
「親
子
の
契
り
」
「は
ら
か
ら
の
契
り
」
―
」
翁
講
座
平
安

文
学
論
究
　
第

一
二
輯
』
風
間
書
房

・
一
九
九
七
年
）

『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
　
う
つ
ほ
物
語
１
』
，
〓

一〇
頁
頭
註

な
お
、
両
者
は
と
も
に
、
「藤
原
の
君
」
巻
で
、
行
正
と
顕
澄
と
が

「う
る
は

し
く
語
ら
ひ
き
こ
え
て
あ
る
」
（
α
〓
一八
頁
／
β
九
三
頁
）
と
語
ら
れ
る
こ

- 12-



と
を
踏
ま
え
、
行
正
ら
と
、
正
頼
の
子
息
た
ち

（仲
澄

・
顕
澄
）
と
の
結
び

付
き
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
物
語
に
於
け
る
巻
々
の
吻

合
強
度

（成
立
と
い
う
淵
源
の
問
題
を
も
含
め
た
、
記
述
の
上
で
の
巻
々
の

連
繋
性
）
を
鑑
み
て
も
、
「俊
蔭
」
巻
と

「嵯
峨
の
院
」
巻
の
膚
接
ぶ
り
を
こ

そ
重
視
し
た
い
と
思
う
。
後
考
を
侯
ち
た
い
。

（３
）
三
田
村
雅
子

「宇
津
保
物
語
の

〈
琴
〉
と

〈
王
権
〉
―
繰
り
返
し
の
方
法

を
め
ぐ
っ
て
―
」
∩
東
横
国
文
学
』
第

一
五
号

・
一
九
八
三
年
三
月
）

大
井
田
晴
彦

「吹
上
の
源
氏
―
涼
の
登
場
を
め
ぐ
っ
て
」
翁
中
古
文
学
』
第

五
八
号

。
一
九
九
六
年

一
一
月
）

（４
）
片
桐
洋

一
「宇
津
保
物
語
の
構
成
―
俊
蔭
の
巻
と
嵯
峨
院
、
菊
の
宴
両
巻

を
め
ぐ
っ
て
―
」
牟
国
語
国
文
』

一
九
五
四
年
六
月
）

野
口
元
大

「
嵯
峨
院
」
の
成
立
」
翁
古
代
物
語
の
構
造
』
有
精
堂

・
一
九
六

九
年
）

同

「う
つ
ほ
物
語
の
原
初
構
想
と
そ
の
変
容
」
牟
う
つ
ほ
物
語
の
研
究
』
笠

問
書
院

。
一
九
七
六
年
）

（５
ヽ
蔵
開
」
巻
の
位
置
づ
け
、
及
び
、
「学
問
」
「書
物
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
論
稿
を
参
照
。

桑
原
博
史

「宇
津
保
物
語
の
構
成
―
蔵
開
き

。
国
譲
り
両
巻
を
め
ぐ

っ
て

―
」
翁
言
語
と
文
芸
』
第
四
四
号

・
一
九
六
六
年

一
月
）

斎
藤
正
志

「藤
原
仲
忠
の
人
物
造
型
―

〈
秘
琴
〉
〈
漢
学
〉
〈
官
職

・
御
帯
〉

―
」
Ｑ
二
松
」
第
二
集

・
一
九
八
九
年
三
月
）

伊
井
春
樹

「俊
蔭
の
家
集
と
日
記
類
―

『う
つ
ほ
物
語
」
蔵
開
巻
の
意
義

―
」
（稲
賀
敬
二
ほ
か
編

『中
古
文
学
の
形
成
と
展
開
　
王
朝
文
学
前
後
』
和

泉
書
院

。
一
九
九
五
年
）

室
城
秀
之

「う
つ
ほ
物
語
の
後
半
の
始
発
に
お
け
る

〈
蔵
開
き
〉
の
意
味
」

３
う
つ
ほ
物
語
の
表
現
と
論
理
』
若
草
書
房

・
一
九
九
六
年
）

大
井
田
晴
彦
「俊
蔭

一
族
復
興
―

「蔵
開
」
に
お
け
る
〈
書
物
の
力
〉―
」
「
新

物
語
研
究

五
　
書
物
と
語
り
』
若
草
書
房

・
一
九
九
八
年
）

（６
）
仲
忠
に
抱
か
れ
る
大
宮
、
及
び
、
「抱
く
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
稿

を
参
照
。

立
石
和
弘
「抱
か
れ
る
予
―
「う
つ
ほ
物
語
』
犬
宮
と
仲
忠
の
造
形
を
め
ぐ
っ

て
―
」
３
野
州
国
文
学
』
第
五
九
号

・
一
九
九
七
年
三
月
）

（７
）
原
田
芳
起

「弾
正
の
宮
の
恋
―
物
語
構
想
の
進
展
―
」
３
宇
津
保
物
語
研

究

考
説
編
』
風
間
書
房

。
一
九
七
七
年
）

右
は
、
弾
正
宮
と
い
う
人
物
に
視
点
を
据
え
た
、
数
少
な
い
そ
し
て
優
れ

た
論
稿
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
恋
情
を

「精
神
的
な
純
粋
な
愛
」
と
捉
え

て
い
る
点
に
は
、
少
し
く
修
正
を
加
え
た
い
。

（８
）
祐
澄

・
近
澄
に
つ
い
て
の
検
藪
は
、
こ
れ
ま
で
殆
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。
以
下
の
論
稿
に
些
か
の
考
察
が
あ
る
程
度
だ
ろ
う
か
。

野
口
元
大

「
「蔵
開
」
と

「国
譲
」
の
世
界
」
（「う
つ
ほ
物
語
の
研
究
』
笠
間

書
院

。
一
九
七
六
年
）

中
野
幸

一
「宇
津
保
物
語
第
二
部
」
曾
一谷
栄

一
編

「体
系
物
語
文
学
史

第

三
巻
　
物
語
文
学
の
系
譜
Ｉ

平
安
物
語
』
有
精
堂

・
一
九
八
三
年
）

（９
）
物
語
を
構
成
す
る
叙
述
の
原
理
と
い
う
と
、
滝
沢
馬
琴
の
「稗
史
七
法
則
」

貧
南
総
里
見
八
犬
伝
」
第
九
輯
中
峡
附
言
）
が
想
起
さ
れ
も
す
る
。
と
り
わ

け
馬
琴
が

「対
」
の
概
念
を
重
ん
じ
て
い
た
こ
と
は
、
以
下
の
論
稿
で
詳
説

さ
れ
て
い
て
、
示
唆
に
富
む
。

徳
田
武

「
『
八
大
伝
』
の
小
説
原
理
―

「隠
微
」
三
論
―
」
０
日
本
近
世
小

説
と
中
国
小
説
』
青
裳
堂
書
店

。
一
九
八
七
年
）

亀
井
秀
雄

「主
人
公
と
構
造
」
翁
「小
説
」
論
―

「小
説
神
髄
」
と
近
代
―
』

岩
波
書
店

。
一
九
九
九
年
）

ま
た
、
馬
琴
の

「小
説
原
理
」
を
受
容
し
た
、
萩
原
広
道

『源
氏
物
語
評
釈
』
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も
参
考
に
な
る
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
稿
を
参
照
。

得
丸
智
子

「萩
原
広
道
の
源
氏
物
語
論
―
宣
長
と
馬
琴
の
接
点
と
し
て
―
」

Ｃ
国
語
国
文
』

一
九
八
七
年

一
一
月
）

パ
ト
リ
ッ
ク
・
カ
ド
ー

「萩
原
広
道
の
文
章
法
則
論
と
そ
の
『源
氏
物
語
』
ヘ

の
適
用
、
付
法
則
の
索
引
」
名
詞
林
』
第
二

一
号

。
一
九
九
七
年
四
月
）

※

『う
つ
ほ
物
語
』
の
本
文
は
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
前
田
家
十
三
行
本
を
底
本
と

す
る
、
以
下
の
校
註
書
に
拠
っ
た
。

α
▼
野
口
元
大

『校
注
古
典
叢
書
　
う
つ
ほ
物
語
１
～
５
』
（明
治
書
院

。
一

九
六
九
～
九
九
年
）

β
▼
室
城
秀
之

『う
つ
ほ
物
語
全
』
（お
う
ふ
う

・
一
九
九
五
年
）

▼
室
城
秀
之
ほ
か

『う
つ
ほ
物
語
の
総
合
研
究
１

本
文
篇

上
下
』
（勉

誠
出
版

・
一
九
九
九
年
）

▼
中
野
幸

一
『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
　
う
つ
ほ
物
語
１
』
（小
学
館

・

一
九
九
九
年
／
２

・
３
未
刊
）

引
用
に
際
し
て
は
、
右
四
書
を
参
考
に
し
つ
つ
、
私
意
に
よ
り
、
道
宜
、
漢

字
を
宛
て
、
句
読
点

・
濁
点

・
釣
括
弧
を
付
け
、
踊
り
字
を
復
し
、
本
文
を

改
訂
す
る
等
の
処
置
を
施
し
て
あ
る
。
な
お
、
・…
・・は
中
略
し
た
箇
所
、
〔　
］

内
は
私
に
補
っ
た
語
句
で
あ
る
。
ま
た
、
（　
）
内
に
、
底
本
の
巻
名
と
、
右

の

α
本

・
β
本
に
於
け
る
該
当
頁
数
を
付
記
し
た
。

（か
と
う

。
ま
さ
よ
し
　
本
学
大
学
院
助
手
）
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